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塾鬮法人日本病院協会鰯
会長上条秀介殿、
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勤築

蕊京都衛生愚長与識

職団機入園率祷驍協会定款-建薔|;蕊震［

認可書交付に’いて

昭和』ヂ年聯蔚忽‘圖付で申請のあった定款

一部変更はｃ別添②と翁，認可されたから認爾．

書を交付する．
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今
回
社
団
法
人
日
本
病
院
協
会
定
款
の
一
部
を
変
更
致
し
た
い
の
で
認
可
相
戒

り
た
く
別
紙
変
更
理
由
書
及
び
関
係
書
類
を
添
へ
て
申
請
致
し
ま
す

Ｌ
鈩
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二
十
九
年
口
月
二
十
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．
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旧
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更
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文
對
照

一、

厚
生
大
臣

草
葉

定
款
変
更
理
由
書

壷
期
総
会
剛
数
等
録

新 ■正■■
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法
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院
協
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定
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京
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丁
圏
壱
番
地
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団
法
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日
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院
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右
に
よ
る
今
回
の
改
正
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

社
団
法
人
日
本
病
院
協
会
の
事
業
的
発
展
に
伴
い
、
当
協
会
の
拡
充
強
化
に
つ
い

最
終
案
決
定
に
つ
い
て
は
理
事
会
に
委
任
さ
れ
た
．
主
っ
て
当
協
会
拡
充
強
化
、

会
員
制
度
確
立
繭
委
員
会
に
よ
少
鋭
意
研
究
②
結
果
今
園
の
臨
時
理
事
会
に
於
て

会
に
於
て
当
協
会
拡
充
強
化
の
蕊
礎
と
し
て
、
定
款
一
部
変
更
の
議
を
経
、
且
つ

随
、

□
Ｌ
功

一
、
会
員
制
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
諭
い
曇
合
理
的
確
立
に
つ
い
て

て
は
、
更
に
会
員
の
要
裏
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
昭
和
二
十
八
年
度
定
期
総

別
紙
の
通
り
そ
の
確
定
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

『
役
員
一
の
増
員
に
つ
い
て

会
員
制
度
の
範
鬮
拡
大
に
よ
り
当
協
会
の
事
業
的
発
展
鐘
基
礎
の
確
立
壷
は

前
記
会
員
制
度
の
確
立
に
伴
い
役
員
②
強
化
藍
在
す
葹
珍
Ｕ
副
会
長
一
名

か
る
・

常
務
理
事
一
一
名
壷
増
員
し
て
そ
②
事
業
執
行
の
促
進
を
は
か
る
．

病
・
鶴
圏
体
の
口
確
，
童

会
員

，’

《函 定
款

制
定

￣￣

ｉ部
変
熨
理

由

以

上
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鋒灘

ｉ
鱒
驚
議

新
定
款

才
五
条
（
会
員
）
と
の
会
は
理
事

会
の
承
認
す
る
都
道
府
県
を
区
域

》
と
す
る
病
院
の
団
体
（
以
下
都
道

才
五
条
の
二
（
Ⅲ
欄
Ⅱ
小
会
員
）
⑦
病

院
の
代
表
者
で
な
い
者
で
も
、
ご

■
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
１
Ｉ

の
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の
は

会
員
の
紹
介
と
理
事
会
の
承
一
認
を

得
て
鮴
叩
川
会
員
と
な
る
と
と
が
で

事
会
の
承
認
す
る
全
国
叉
は
国

大
部
分
を
区
域
と
す
る
病
院
の

体
（
以
下
特
定
病
院
団
体
と
い

を
構
成
す
る
病
院
の
代
表
者
・
で

の
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
入
会
し

を
構
成
す
る
病
院
の

の
会
の
趣
旨
に
賛
同

者
を
以
て
組
織
騎
脈

と
は
で
薄
な
い
．
特
別

③
才
六
桑
以
下
才
九
条
は
戯
噸
ｊ
小
会

員
に
就
て
準
用
す
る
。
但
し
、

こ
の
場
合
都
道
府
県
病
院
団
体

及
び
特
定
病
院
団
体
葱
理
事
会

普
替

と
読
み
坐
徽
え
る
も
の
と
す
る
・

六
条
（
入
退
会
）
⑦
匡
切
会
に

難
Ｅ
Ｃ
Ｃ
、

②
鮒
し
州
会
員
は
総
会
に
出
席
し
て

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
謬
る

但
し
選
鑿
権
跡
被
選
拳
権
及
び

議
決
権
行
使
の
数
「
に
伽
は
る
こ

新
旧
変
更
条
文
對
照

⑤

Ｊ
１

鯏
靭

たこう団の理
、■〆

才
六
灸
〈
入
退
会
）
②
こ
の
会
に

才
五
条
〈
会
員
）
こ
の
会
は
理
事

会
の
承
認
す
る
都
道
府
県
を
区
域

と
す
る
病
院
の
団
体
（
以
下
都
道

府
県
病
院
団
体
と
い
う
）
を
構
成

す
る
病
院
の
代
表
者
で
こ
の
会
の

趣
旨
に
賛
同
し
入
会
し
た
者
を
以

て
組
織
す
る
．

旧
定
款
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苧
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才
七
条

才
九
条

体
を
通
じ
所
定
の
様
式
に
よ
る
申

込
を
な
し
理
事
会
の
承
認
を
得
な

入
会
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道

府
県
病
院
団
体
叉
は
特
定
病
院
団

②
会
員
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当

け
れ
ば
愈
渇
な
い
。

蕾
の
徴
収
に
関
し
て
は
都
道
府
県

病
院
団
体
及
び
特
定
病
院
団
体
に

会
の
護
を
経
て
別
に
定
め
る
会
費

②
会
費
の
納
入
は
年
二
期
に
分
も

又
は
目
的
達
成
に
反
す
る
よ
う
な

行
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
長
は

会
員
で
こ
の
会
の
名
誉
濯
穀
損
し

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
翻
会

お
い
て
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る

す
る
場
合
は
退
会
し
た
も
の
と

一一、

み
な
す

■
■

葵

一
、
本
人
か
脇
こ
の
会
に
脱
会
の

前
半
を
毎
年
九
月
末
日
、
後
半

を
翌
年
三
月
末
日
ま
で
に
、
こ

の
会
に
納
め
る
も
の
と
す
る
．

都
道
府
県
病
院
団
体
及
び
特

定
病
院
団
体
か
ら
脱
退
し
た

定
病
院
団
体
か
ら
除
名
の
通

申
入
れ
が
あ
っ
た
と
き

知
が
あ
っ
た
と
き
。

都
道
府
県
病
院
団
体
叉
は
特

Ｌ
」
壁
ご
＠

（
会
費
）
会
員
は
代
議
員

（
戒
告
叉
は
除
名
の
勧
告
）

才
七
条

才
九
条

入
会
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
都
道

府
県
病
院
団
体
産
通
じ
所
定
の
様

②
会
員
が
、
左
の
各
号
の
一
に
骸

式
に
よ
る
申
込
を
な
し
理
事
会
の

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

負
う
も
の
と
す
る
。

し
会
費
の
徴
収
に
関
し
て
は
都
道

府
県
病
院
団
体
に
お
い
て
責
任
達

会
の
議
を
経
て
別
に
定
め
る
会
費

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⑧
祖

行
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
長
は

会
員
で
こ
の
会
の
名
誉
鞍
穀
損
し

又
は
目
・
的
達
成
に
反
す
る
よ
う
な

当
す
る
場
合
は
退
会
し
た
も
の

『
都
道
府
県
病
院
団
か
ら
脱
退

と
み
な
す
。

一
一
一
、
都
道
府
県
団
体
か
ら
除
名
の

一
、
本
人
よ
り
こ
の
会
に
脱
退
の

'１ 申
入
れ
が
あ
っ
た
と
蕾
⑨

通
知
が
あ
っ
た
と
慧
・

し
た
と
き
。

「
Ｉ〆■、

〈
戒
告
又
は
除
名
の
勧
告
）

会
費

、－ザ

会
員
は
代
議
員

；
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耀護｜
僻筈菫｜
言：二言皇｜
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蔓難:Ｉ

才
十
条
（
役
員
）
⑦
こ
の
会
に
左

の
役
員
を
置
く
。

会
長

一
名

副
会
長

三
名

理
事

若
干
名
〈
内
七
名
を

常
務
理
事

と
す
る
）

藍
事

二
名

代
議
員

若
干
名

②
会
長
及
び
副
会
長
は
理
事
と
す

代
議
員
会
の
議
決
種
経
て
都
道
府

県
病
院
団
体
叉
は
特
定
病
院
団
体

に
戒
告
叉
は
除
名
の
勧
告
を
す
る

と
と
が
で
書
ろ
⑨

勺
。
⑥

才
十
条
（
役
員
）
①
こ
の
会
に
左

の
役
員
を
置
く
。

会
長

一
名

副
会
長

二
名

理
事
若
干
名
〈
内
五
名
を

常
務
理
事

と
す
る
〉

監
事

二
名

代
議
員
若
干
名

②
会
長
及
び
副
会
長
は
理
事
と
す

代
議
員
会
の
議
決
稜
経
て
都
道
府

県
団
体
に
戒
告
叉
は
除
名
の
勧
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
噂

つ
②
、

Ｉ



ｙ
Ａ
ｉ
討
少

己勺

篶 （
昭
和
二
十
七
年
五
月
六
日
認
可
）

砒
団
法
人
日
本
病
院
協
会
定
款

ｊ

露
滕（イ

勅＃
鰐

．
ｑ

Ｉ

・
謝
諏
Ｉ

１
｣｜

が櫛Ｉ
１

，１

■￣、

、

ITijlい
ザ

!.《

鍵
仏

ハ
ノノ



：

、
1

４ ＄

鉱
四
條

策

第
二
條

第

五

四
病
院
の
規
格
及
び
医
師
実
地
習
練
施
設
の
調
査
研
究
に
関
す
る
事
項

一
條
〔
目
的
〕
こ
の
会
は
、
日
本
聖
病
院
の
一
致
協
力
に
よ
っ
て
、
病
院
の
向
上
発
展
と
そ
の
使
命
遜
行
と
憲

図
ｂ
、
肚
会
の
禰
趾
増
進
に
寄
与
す
ろ
を
目
的
と
す
る
。

略一
称條

－－=
-＝

肚
会
保
険
、
医
療
法
人
、
医
療
金
融
、
医
業
課
税
そ
の
他
の
関
係
諸
制
度
の
調
査
研
究
に
関
す
る
事
項

病
院
の
公
衆
衛
生
活
動
に
関
す
る
事
項

病
院
関
係
者
の
教
育
ｂ
指
導
、
待
遇
改
善
及
び
表
彰
に
関
す
る
事
項

第

病
院
の
管
理
運
営
及
び
施
設
の
改
善
向
上
に
関
す
る
事
項

第〔
事
業
〕
こ
の
会
は
、
前
條
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
左
に
掲
げ
る
事
業
を
行
ふ
。

〔
事
務
所
〕

場
国
・
』
）
と
い
う
。

〔
名
称
〕

一

一一

章 ifin， ､.《庵，
--

低
剥
海
懲

・
・
Ｆ
Ｔ
Ｉ
‐

章

祗
団

法
人こ
の
会
い
、
祗
団
法
人
日
本
病
院
協
会
（
］
ぞ
目
の
叩
の
国
○
の
勺
旨
］
し
ｍ
ｍ
ｏ
臼
昌
・
旨

」
の
会
は
、
事
務
所
醤
東
京
都
文
京
区
湯
島
三
丁
目
一
番
地
に
置
く
。

と 叺

／、 け、目
的
及
び
事
業

名
称
と
事
務
所

日
本
病
院
協

ハ§ＪＩ
約 酌

会
＆

轍１J．

Y>iＷ

定
款

」鼠~口許句〈

、炉ｉｆ

￣

§
、
卦

４

１

；Ａ

４ β

「
高
奉
憲
窒
誓
爵
鰯
召
麿



懸
獅
騨
熟
鯉
紳
慰
い
・
駅
い
舩
琲
」
」
肝
・
郡

１
影
１
４
：

第
四
章
役

員

第
一
○
篠
〔
役
員
〕
①
こ
の
会
に
左
の
役
員
を
置
く
。

会
長

一
名

副
会
長

二
名

理
事

若
干
名
（
内
五
名
を
常
務
理
事
と
す
る
）

藍
事

二
名
１

代
議
員

若
干
名

第
九
條
〔
戒
告
又
は
除
名
の
勘
告
〕
会
員
で
こ
の
会
の
名
譽
を
段
損
し
、
又
は
目
的
達
成
に
反
す
る
よ
う
な
行
動

が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
長
は
代
議
員
会
の
議
決
を
経
て
都
道
府
県
団
体
に
戒
告
又
は
除
名
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が

三
都
道
府
県
団
体
か
ら
除
名
の
通
知
が
あ
っ
た
と
き

第
七
係
〔
会
費
〕
会
員
は
、
代
議
員
会
の
議
を
経
て
別
に
定
め
る
会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
会
費

の
徴
收
に
関
し
て
は
都
道
府
県
病
院
団
体
に
お
い
て
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
・

第
八
篠
〔
既
納
会
費
及
び
鱸
出
金
〕
既
納
の
会
費
又
は
鱸
出
金
は
、
そ
の
理
由
の
如
何
を
間
は
ず
こ
れ
を
返
還
し

六
薬
品
及
び
食
品
等
病
院
用
品
の
調
査
研
究
に
関
す
る
事
項
：

七
病
院
事
業
の
国
際
的
活
動
に
関
す
る
事
項

八
病
院
事
業
に
関
し
て
政
府
そ
の
他
の
関
係
機
関
並
に
団
体
と
の
連
絡
協
議
に
関
す
る
事
項

九
病
院
学
会
及
び
病
院
大
会
主
催
に
関
す
る
事
項

一
○
機
関
紙
そ
の
他
の
刊
行
物
発
行
に
関
す
る
事
項

一
一
病
院
の
弘
報
活
動
に
関
す
る
事
項

二
一
そ
の
他
こ
の
会
の
目
的
達
成
の
た
め
必
要
な
事
業

第
一
一
一
章
会

員

第
五
條
〔
会
員
〕
こ
の
会
は
、
理
事
会
の
承
認
す
る
都
道
府
県
を
区
域
と
す
る
病
院
の
団
体
（
以
下
都
道
府
県
病

院
団
体
と
い
う
Ｊ
を
構
成
す
る
病
院
の
代
表
者
で
、
こ
の
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
入
会
し
た
者
を
以
て
組
織
す
る

第
六
條
〔
入
退
会
〕
①
こ
の
会
に
入
会
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
都
道
府
県
病
院
団
体
を
通
じ
所
定
の
様
式
に

よ
る
申
込
を
な
し
理
事
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
会
員
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

一
本
人
よ
り
こ
の
会
に
脱
退
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
と
き

二
都
道
府
県
病
院
団
か
ら
脱
退
し
た
と
き

で
き
ろ
。

なへ
い篠
。

鮫
（篠

、
翰
月
・
ｉ
ｆ

靹
鼈
…
「
③
割
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画
，
一
、
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１
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脚
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；
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１
－
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②
委
員
は
ｂ
委
員
会
を
構
成
し
、
会
長
か
ら
委
託
さ
れ
た
事
項
を
処
懇
す
る
・

蘂
ニ
ハ
條
〔
職
員
〕
①
こ
の
会
に
、
事
務
処
理
上
必
要
な
職
員
を
置
く
。

②
職
員
の
任
免
は
、
理
事
会
に
諮
っ
て
会
長
が
こ
れ
を
行
ふ
。

錆
一
五
催
〔
委
員
〕
①
会
長
は
、
理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
事
業
達
成
の
た
め
必
要
な
る
委
員
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
。

⑤
駄
事
は
、
民
法
第
五
九
條
の
職
務
を
行
ふ
Ｐ

⑤
代
議
員
は
、
代
議
員
会
を
組
織
し
て
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

瀧
一
二
條
〔
役
員
の
選
出
〕
①
代
議
員
は
代
議
員
会
の
識
を
経
て
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
病
院

団
体
よ
り
、
そ
の
所
属
会
員
数
に
比
例
し
て
会
員
中
か
ら
選
出
す
る
。

②
会
長
、
副
会
長
及
び
常
務
理
事
は
理
事
の
互
選
と
す
る
、
理
事
及
び
監
事
は
、
代
議
員
会
の
議
を
経
て
別
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
代
議
員
会
に
於
て
会
員
中
か
ら
選
出
す
る
。

蕊
二
一
條
〔
役
員
の
任
期
及
び
解
任
〕
①
役
員
の
任
期
は
、
一
一
年
と
す
る
。

第
五
章
顧
問
参
与
委
員
及
び
職
員

第
一
囚
條
〔
顧
問
及
び
参
与
〕
①
こ
の
会
に
顧
問
及
び
参
与
若
干
名
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

②
顧
問
及
び
参
与
は
、
こ
の
会
に
功
労
あ
る
者
又
は
学
識
経
験
あ
る
春
の
中
か
ら
代
議
員
会
の
承
認
を
経
て
、

長
が
委
囑
す
る
。
但
し
、
そ
の
任
期
は
役
員
の
任
期
と
同
じ
と
す
ら
。

③
顧
問
は
、
こ
の
会
の
重
要
事
蘂
項
に
つ
い
て
会
長
の
諮
問
に
應
寸
ろ
。

④
参
与
は
、
こ
の
会
の
重
要
事
項
に
関
し
て
会
議
に
出
傭
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
可
否
の
泄

加
は
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

露
①③②一②但

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

②
補
欠
に
よ
り
、
就
任
し
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

③
役
員
は
、
任
期
満
了
後
と
錐
も
、
後
任
者
の
就
任
す
る
ま
で
は
そ
の
職
務
を
行
ふ
。

④
役
員
は
、
こ
の
会
の
名
譽
を
段
損
し
又
は
目
的
趣
旨
に
反
す
る
よ
う
な
行
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
代
議
員
会
の

議
決
を
経
て
、
会
長
は
、
こ
れ
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
は
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

会
長
及
び
副
（
会
長
は
理
事
と
す
る
Ｃ

一
條
〔
役
員
の
職
務
〕
①
会
長
は
、
こ
の
会
を
代
表
し
、
会
務
を
銃
理
す
る

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

理
事
は
、
理
事
会
を
組
織
し
、
業
務
の
執
行
を
は
か
る
。

常
務
理
事
は
、
会
長
の
指
示
を
受
け
て
、
こ
の
会
の
常
務
を
掌
弧
し
会
長
及
び
副
会
長
が
と
も
に
事
故
あ
る
と

ぽ
’ｐｆ

ｉ
‐

斑，塾懲
‐
勲
１

，
１
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、

第
一
一
五
條
〔
書
面
藝
審
理
〕
会
長
又
は
代
議
員
会
議
長
は
、
簡
易
な
事
項
又
は
急
施
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
書

面
を
蓬
付
し
て
賛
否
を
求
め
会
議
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
六
條
〔
総
会
付
議
事
項
〕
総
会
に
は
、
こ
の
定
款
に
規
定
し
て
あ
る
も
の
の
外
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

付
議
す
る
。

⑤
会
員
、
若
し
く
は
役
員
の
五
分
の
一
以
上
か
ら
請
求
の
あ
っ
た
と
き
又
は
監
事
か
ら
連
名
を
以
て
請
求
が
あ
っ

た
と
き
は
、
会
長
は
、
臨
時
総
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
｜
一
條
〔
会
議
の
定
足
数
〕
会
議
は
、
そ
の
会
議
を
構
成
す
る
会
員
又
は
役
員
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、

こ
れ
を
開
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

但
し
、
再
招
集
の
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

鎗
二
一
一
一
條
〔
会
議
の
議
決
〕
会
議
の
議
事
は
、
こ
の
定
款
に
別
段
の
定
め
あ
る
場
合
の
外
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意

を
も
っ
て
こ
れ
を
決
す
る
。

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

第
二
四
篠
〔
書
面
表
決
及
び
委
任
表
決
〕
巳
Ｕ
を
得
な
い
理
由
の
た
め
会
議
に
出
席
で
き
な
い
会
員
又
は
役
員
は
Ｄ

予
め
通
知
さ
れ
た
事
項
に
付
い
て
の
み
書
面
を
も
っ
て
表
決
を
な
し
、
又
は
代
理
人
に
委
任
し
て
表
決
す
る
こ
と

｛〈

第
六
一
旱

会
議

第
一
七
條
〔
会
議
の
種
訂
類
〕
会
議
は
、
総
会
、
理
事
会
及
び
代
議
員
会
の
一
一
一
種
，
と
す
る
。

第
一
八
條
〔
総
会
及
び
代
議
員
会
の
種
類
〕
①
総
会
は
、
定
期
総
会
及
び
臨
時
総
会
の
一
一
種
に
分
け
ろ
。

②
代
議
員
会
は
、
定
期
代
議
員
会
及
び
臨
時
代
議
員
会
の
一
一
種
に
分
け
る
。

第
一
九
條
〔
総
会
及
び
代
議
員
会
の
開
催
時
期
〕
定
期
総
会
及
び
定
期
代
議
員
会
は
、
毎
年
一
回
六
月
に
開
催
し
、

臨
時
総
会
及
び
臨
時
代
議
員
会
は
会
長
が
必
要
，
と
認
め
た
‐
と
き
随
時
開
催
す
る
。

鑓
二
○
篠
〔
理
事
会
の
種
類
〕
①
理
事
会
は
、
定
期
理
事
会
及
び
臨
時
理
事
会
‐
と
し
、
定
期
理
事
会
は
、
毎
年
一
一

回
六
月
及
び
十
一
一
月
に
開
催
す
る
。

②
臨
時
理
事
会
は
随
時
必
要
な
，
と
き
開
催
す
る
。

第
二
一
條
〔
会
議
の
招
集
及
び
議
長
副
議
長
〕
①
総
会
及
び
理
事
会
は
、
会
長
が
こ
恥
を
招
集
し
て
そ
の
議
長
‐
と

ふれマワの。

②
代
議
員
会
は
、
会
長
が
招
集
し
代
議
員
会
の
議
を
経
て
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
代
議
員
中
か
ら
選
翠
さ
れ

た
議
長
が
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

③
代
議
員
会
は
副
議
長
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
議
長
及
び
副
議
長
の
任
期
は
、
代
議
員
の
任
期
と
同
じ
と
す
る
。

が
で
き
ろ
。
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第
三
○
條
〔
資
産
の
管
理
〕
①
こ
の
会
の
資
産
は
、
理
事
会
の
議
決
を
経
て
会
長
が
こ
れ
を
管
理
す
る
。

②
資
髭
の
う
ち
現
金
は
、
郵
便
官
署
、
確
実
な
る
銀
行
又
は
信
託
会
肚
に
預
入
、
若
し
く
は
信
託
し
、
又
は
国
債

そ
の
他
確
実
な
有
価
証
券
に
替
え
保
管
す
る
も
の
と
す
る

第
三
一
條
〔
経
費
の
充
当
〕
こ
の
会
の
経
費
は
、
資
産
を
以
て
支
弁
す
る
。

第
一
一
三
催
〔
剰
余
金
の
処
分
〕
年
度
末
に
お
い
て
剰
余
金
を
生
じ
た
と
き
は
，
代
議
員
会
の
議
決
を
経
て
、
そ
の
祭

部
若
し
く
は
一
部
を
翌
年
度
に
繰
越
す
か
、
又
は
積
立
金
と
し
て
積
立
て
る
も
の
と
す
る
。

篤
三
一
一
一
條
〔
予
算
及
び
決
算
〕
こ
の
会
の
毎
年
度
の
歳
入
歳
出
の
予
算
は
、
年
度
開
始
前
に
理
事
会
の
認
定
を
経
｝

て
、
代
議
員
会
及
び
総
会
の
議
決
を
得
る
も
の
と
し
、
歳
入
歳
出
決
算
は
、
事
業
年
度
終
了
後
一
ヶ
月
以
内
に
、

そ
の
年
度
末
財
産
目
録
と
共
に
、
尉
事
の
監
査
を
経
て
、
理
事
会
の
承
認
に
付
し
、
代
議
員
会
及
び
総
会
の
承
認

第
三
四
催
〔
特
別
会
計
〕

第
三
五
篠
〔
事
業
年
度
〕

第
八
宰
早

一
総
会
に
提
出
す
る
事
項

二
理
事
会
に
於
て
必
要
と
認
め
た
事
項

第
七
章
資
産
と
会
計

鏡
一
一
九
催
〔
資
産
の
構
成
〕
こ
の
会
の
資
産
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
よ
り
構
成
さ
れ
ろ
。

｜
設
立
当
初
寄
附
さ
れ
た
別
紙
財
産
目
録
記
載
の
財
産

一
一
会
費
及
び
寄
附
金

三
そ
の
他
会
長
が
付
議
し
た
事
項

第
一
一
八
條
〔
代
議
員
会
審
議
事
項
〕
代
議
員
会
は
こ
の
定
款
に
規
定
し
て
あ
る
も
の
の
外
左
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
審
議
す
る
。

一
事
業
計
画
〈

二
そ
の
他
会
巨

第
二
七
條
〔
理
事
会

項
を
付
議
す
る
。

一
歳
入
歳
出
二

二
事
業
計
画
（

三
事
業
に
伸
ふ
收
入

を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

四
そ
の
他
の
收
入

歳
入
歳
出
予
算
の
認
定
並
に
決
算
の
承
認

事
業
計
画
の
承
認

そ
の
他
会
長
が
付
議
し
た
事
項

△

〔
理
事
会
付
議
事
項
〕
理
事
会
に
は
、
こ
の
定
款
に
規
定
し
て
あ
る
も
の
の
外
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
事

事
業
計
画
の
承
認

礫塞〉

'ifmri;１ 一ｉｆ、iliル
＆、

↓こ
の
会
は
、
代
議
員
会
の
議
決
を
経
て
、
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
会
の
事
業
年
度
は
、
毎
年
六
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
五
月
三
十
一
日
に
柊
ろ
。

定
款
の
変
更
及
び
解
散

いよ
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蕊四○條〔経過規定〕鑓一一一條の規定による理事及び儲事が就任するまで▽次のものを以て理事、
監
事
と
す
る
。

１

一
○

第三六催〔定款の変更〕との定款は、綴会において出席者四分の一一一以上の同意による議決を経、主
務
官
庁
の
認
可
を
得
な
け
れ
ば
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第一一一七條〔解散〕との会は、民法第六八條忙規定する場合、総会において総会員の四〆分の一一一以上の
同
意
に
よ
る
議
決
を
経
、
主
務
官
庁
の
認
可
を
得
て
、
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
・

鑓一一一八條〔解散残余財産の処分〕前條により解散した時の残余財琵は、代議員会の議決を経、主務
官
庁
の
認
可
を
得
て
、
と
の
会
と
類
似
の
目
的
を
持
つ
他
の
団
体
に
寄
附
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
章

附
Ⅱ
Ｕ

ｐ
只

第一一一九條ｌ〔施行細則〕との定款施行について必要な細則はや理事会の議決。と経て会長がこれを定
め
る
。
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